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､

一

橋

論

叢

弟
十
一

巻

昇
一

鍍

_

ア

メ

ダ

カ

産
業
動
員
と

優
先
性
の

問
題

Ⅰ&

/

鹿

場

啓

之
′

助

ア

メ

サ

カ

国

防
煙

済
構
成
の

基

本
的

原
理

を

用

意
し

た

も
の

は

そ
の

｢

産
業
動
員
計
量
+

(

l

h

乙

宏

琵
已

呂
O

b

ご
一

芸

ぎ
2

空
g
)

で

あ

る
｡

産
業
動

員
計
董
は

｢

九
二

〇

年
修
正

の

国

防
法

(

買
主
｡

邑
■
亡
｡

訂
5

芸

A

皇

｡

:
諾
¢
)

に

基
い

て

設
定
さ

れ

た
｡

右
図

防
睦
に

よ

つ

て

ア

メ

リ

カ

陸

軍
の

平

時

編
成
が

規

定
さ

れ

る

と

共
に
､

そ

の

戦
時

動

員
計
量
が

建
て

ら

れ

潅
｡

即
ち
ア

メ

リ

カ

陸

軍
は

平
時
に

於
て

正

規
兵

十
一

ケ

師
囲
､

国

防
囲
二

十
ニ

ケ

紆
囲
､

隷
傭
兵
三

十
三

ケ

師
固

よ

り

成
つ

て

ゐ

た
｡

そ
の

兵

教
正

規
兵

十
二

萬
､

国

防
困

十
九

萬
で
､

∵

到

底
有
事
の

際
闘
士

防
衛
の

任
に

常
り

得
る

も
の

で

は

な
か

つ

た
｡

そ

こ

で

緊
急
事
態
の

突
蟄
に

備
へ

て
､

参

謀
組
長
は

中

板

防

衛
軍
(

l

n

昔
-

冒
を
小

言

写
且

四

十
萬
､

別
に

防
衛
動
属

軍
(

誓
言

ま
i

言

ぎ
g
N

①
■

昔
専

且

八

十
寓
-

合
計
百

二

十

萬
の

(

監

1
)

潮
貞
準
備
を

内
容
と

し

た

防
衛
動
日

周

計
量
(

【

塔
言

宗
一
1

0

ぎ
b
山

江

邑
ぎ
ー

コ
2
J

)

を

建
て

た
｡

こ

の

防
衛
勤
貞
計
量
の

遂

行
に

必
要
な

尤

大
患

兵

器
･

軍
装
品
. ･

そ
の

他
軍

需
品
の

調
達
に

就
て

は
､

馳
に

陸

軍
次

官
(

A

邑

賢
-

旨

警
岩

邑
弓
叫

浩

宅

且

が

産
業
動
員
計
量
を

-

･一



坤

【

㌔

〔

ヽ

/

建
て

て
､

そ
の

準
備
に

嘗
る

こ

と

と

な
つ

て

ゐ

た
｡

右
国

防
路
の

規
定
に

應
じ
､

産
業
動
日

月

計
童
の

設
定

に

覿
て

は
.

夙
に
(

-

ヂ
ン

グ

■

大
統
領
政

樺
下
､

陸

軍
長
官
ジ

ョ

ン

･

ダ
ブ

リ
ユ

ウ
･

ウ
ィ

ー

ク

ヱ
J
｡

F
ロ

軍

司

邑
打

且

の

時
に

そ
の

立

案
ノ

に

着
事
セ
れ
､

そ
の

後
歴

代
の

陸
軍
長
官
の

†
に

あ
つ

て

研

究
が

緯

ゆ
ら

れ

た
｡

一

九
三

〇

年
商

院
の

連
合

決
議
に

よ

り

艶
時

政

策
要

点
脅
(

一

ぎ
け

冒
】

i

や
ぎ
苧

邑
溝
且

が

陸
海
軍
･

農
務
･

商
務
及

び

労
務

各
省

長
官
､

検

事
総
長
墟

び

に

四

名
づ
.
っ

の

上

下

院
議
員
を

構

成
員
と

L
て

設
置
さ

れ

た
｡

撃
三

年
参

謀
瀧
長
マ

ッ

ク

ア

ー

サ

ー

将
軍
(
】

〕

｡

亡
g
】

慧

呂

害
A
】

･

已

F

且

に

よ
づ

て

産
業
動
員
計
董
案
が

右
委

兵
舎
に

提
出
さ

れ
､

そ

の

(

裁
2
)

一

審
議
を

脛
て

の

ち
､

細
部
に

若
干
の

修
正

を

受
け
て
､

一

九
三

三

年
陸

軍

省
よ

り

静
一

次

産

業
動
員
計
董
と

し
て

公
表
さ

れ

宅

産
業
動
員

計
量

些
一

つ

の

課
題
を
.
含
ん

で

ゐ

る
｡

軒
ち

調
達
計
董
と

統

制
計
量
と

が
こ

れ
で

あ
る
｡

前
者
は

防
衛
動
貞
計
量
の

遜
行
に

伴
つ

て

必
要
と

な
る

尤
大
な

軍
需
品
の

遅
速
な

き

調
達
を

行
ひ

得
る

た

め
の

準
備
で

あ
る
｡

ア

メ

リ

カ

は

鏡
･

石

衆
･

石

油
･

銅
そ
の

他

軍
需
澄
渡
に

裏
書

れ
､

製
鋼
業
･

自
働
革
工

業
･

化
畢
工

業
そ
の

他
に

於
て

世
界
有
数
の

生

産
力
を

有
L
て

ゐ

る

に

拘
ら

す
､

平
時

に

於

.

て

は

兵

器

製
作
力
に

乏

し

く
､

戦
時

動
貞
に

際
し
て

兵

欝
の

調
達
を

支

障
な

く
遽

行
す

る

こ

と

は

困

難
で

あ
つ

た
｡

バ

ー

ン

ズ

中

佐
の

書

ぐ
廃
に

ま

れ
ぼ
､

｢

第
】

次

世
界
大

戦
に

際
し
て

ア

メ

リ

カ

国

営
兵
籍

廠
は
､

そ

の

生

産
力
を

最
大

限

に

黎
揮
し

た

に

拘
ら

ず
､

兵

器

再

拝

層
量
の

僅
か

に

二

%
を

供
給
し

得
た
に

す

ぎ

率
い
｡

脾
凍
戟
に

於
て

も
､

現

在
の

ま
1

で

は
､

兵

潜

供
給
力
に

裁
て

は

同
様
な

事
腰
が

繰

(

軒
3
)

返
さ

れ
る

で

あ

ら

う
｡

+

又
ナ

イ

委

員
合
(

ゥ

官

2
}

ゴ

賢
オ

且
が
一

九
三

四
年

十
二

月
二

十

首
巻

表
L

た

虞
灯

よ

れ

ぼ
､

滞

空
ノ

メ

考

(

楚

4
)

リ

カ

が
ニ

ケ

年
に

五
つ

て

戦
争
を

行
ふ

場
合
､

現

在
の

輩

胃
工

場
に

よ

る

兵

器

供
給
力
は

次

の

や

う

で

あ

る
｡

ナ

イ

委
員
昏
推

定
に
よ

各

ア

メ

リ

カ

の

兵
器

自
給
率

(

一

九
三

四

年
)

竺
軋

.

9
川

竺
類
､

一

宇

牽
こ

類

○

%

.ア

メ

リ

ヵ
虫

医

業
動
員
と

使
先

性
の

問
題

Ⅰ少

臣
家

臣
l

町

.た
■
臣
転
げ

≡
呈

ド
k

粁

■監
【に
▲

㌢

匝
ト

イ



リ

r

､

0

.一

2

う
ー£

一

.
橋

論

叢

第
十
一

巻

第
一

兢

弟
四

億

九

%

第
七

類

○

%

葬
十

類

二

三

%

第
五

類

二

三

%

第
八

類

○

%

､

弟
十
】

類

一

以

下

帝
大

類

二
.
五

%

夢
九

顛

三

五

%

.

第
十

二

類

○

%

2 0

右
兵

器

類
別
が

い

か

な
る

内
容
の

も
の

か

別
に

記
さ

れ
て

な
い

た

め
､

こ

の

表
に

よ

つ

て

兵
器
供
給
力
の

具
慣
的

内
容
を

知
り

得
な
い

専

軋

＼

が
､

■
た
ゞ

そ

の

供
給
力
が

弟
少

で

あ
つ

た

こ

と

だ

け
は

知
り

得
る
｡

従
つ

て

響
月

に

際
し
て

兵
器

そ
の

他
軍

需
品
の
･
調
達
を

可

能
に

す
る

ヽ

た

め

に

は
､

褒
め

充

分
な

準
備
を

必
要
と

す
る
｡

こ

の

準
備
を

調
達
計
葺
と

い

ふ
｡

調
達
計
量
の

括
普
に

首
る

も
の

は

燵

軍
女
官
皇

及
び

憧

軍
各
補
給
部
で

あ

る
｡

補

給
部
と

は

参

謀
本
部
灯

下

虚
し
て

兵

学
軍
装
品
･

･
そ

の

他
軍
寓
品
の

調
達
に

営
つ

て

ゐ

る

兵

器
部
･

麿
理

部
.

沿
岸
砲

兵
願
･

航
基

隊
･

此
畢

兵

器

部

壷
療
部
･

信
祝

儀
･

･

技
術

部
の

八

部
を

指
す
｡

陸

軍
次

官
室

は

各
補
給

嘲
が

各
港
音
調
達

品
に

裁
て

建
て

た

哉
時
に

於
け
る

調
達
計
蜜
を

基

と

し
､

こ

れ

を

綜
合
調
整
し
て
､

陸
軍
の

諷
達
計
量
を

建
て

る
｡

(

戟
5
)

I

陸
軍
調
達
計
喜
の

内
容
は

四
つ

の

僧
梯
を

含
む
｡

第
一

に
､

参
蕗
本
部
の

防
衛
動
貞
計
葺
に

基

い

て

各
補
給
部
が

猪
首
軍
籍
品
に

裁
て

ノ
り

そ
の

雫
要
量
を

測
定
す
る
｡

陸
軍
次
官

室
内
に

あ
る

企
葺
部
は
､

右
測

定
を

惑
合
調
整
し
て

動
具
に

際
ト

て

必
要
と

す
る

軍
雫
紙
背
要
量

を

推
計
す
る
｡

第
二

に
､

各
補
給
部
は

夫
々

重
囲

を

数
個
の

調
達
管
固
に

分
け
て

調
達
事
務
を

途
行
し

て

ぉ

る

が
､

右
調
達
管
区
を

通
じ

て

そ
の

管
置
内
に

あ
る

軍
需
工

業
生

産
力
の

測
定
を

行
は

し

め
る
｡

陸

軍
次
官
室

企
喜
部
は

右
測
定
の

結
果
を

綜
合
調
重
し
て

軍
需
生

産

･
､

カ
を

推

計
す
る
｡

右
軍
常
総
需
要
量
と

軍
需
生

産
力

を
此

賛
す
る

に
ー

静
者
が

歴
倒
的

に

大

な

る

こ

と

は
ー

前
記
バ

ー

ン

女

中
佐
乃
至
ナ

ィ

要
点
禽
の

推
定

に

よ
つ
･
て

む
窺
ひ

知
り

得
る
｡

そ

こ

で

璽
弓
籍
に

調
達
困
難
な

兵

器
に

裁
て
､

補
給
部
が

陸
軍

次
官
室
企
墓
部
と

協
力
L

て
､

■
調
達
計

嘗
建
て

る
｡

も
と

調
達
計
董
の

基

本
方
策
と

L
て

は
ー

フ

オ
.ン

･

ミ

ン

デ

ン

(

雷
鳥

喜
崇

官

貫
)

の

稽
滴

′

†



lサ〟

す
る

慶
に

よ

れ

ぼ
､

人

イ
)

兵
器
の

療
痺
計

琶

(

こ

軍
需
及

び

民
需
の

い

サ

れ

に

も

漬
す

る

製
品
の

製
作
を

奨
励
L
､

以
て

預
傍
的

軍
需
生
産
力
を

用
意
す
を

方
策
-

(

ハ

)

兵
器
の

輸
出

奨
励
に

よ

る

園
内

軍

需
生

産
力
の

増
強

策
､

(

ニ

)

所
謂
｢

影
の

エ

場
+

(

芦
邑
○

弓

ぎ
言
古

と

呼
ぼ

れ
る

改
傭
軍

需
工

場
の

設
立

策
､

(

ホ
)

軍
需
工

場
の

新
設
乃
至

改
造

に

開
.
す

る

机
上

準
備
､

(

へ

)

平

和

産
業
よ

少

(

証

6
)

軍
層
産
業
へ

の

韓
儀
計
量
等
が

奉
げ

ら

れ

る
｡

ア

メ

リ

カ

陸
軍
の

建
て

た

計
蓮
は
､

.
こ

れ

ら
の

う

ち

最
後
の

軍
需
樽
換
計
量
を

中
心

と

L

て

栴
成
さ

れ
て

ゐ
る
｡

即
ち

そ
の

計
量
の

内
容

量
と

ト
て

動
貞
可

能
わ

民
間
工

場
に

兵
器

製
作
の

割

嘗
を

行
ふ

と

共
に
､

こ

れ

ら

エ

場

の

軍

雫
工

業
韓
換
に

封
す
る

エ

場
計
董
を

建
て

て

お

く
こ

と
に

あ

告

第
四

に
､

陸

軍
次
官
室
企
喜
部
は

戦
時
に

於
て

自
給
不
可

能
又

は

甘
給
困

難
な

軍
需

資
源
に

裁
て

調
査

ト
､

こ

れ

ら

を

夫
々

戦
略

物
資
(

警
賢
驚

冒
訂
已

畳
及
び

緊
急
物
資
(

筐
オ

を
冒
訂

邑
且

に

措
定
L
て
､

そ

の

供
給
力

確
保

策
を

層
じ

る
｡

即
ち

(

イ
)

.

右
物

資
の

園

内
生

産
者
に

封
し

慣
格
引

上

げ

若
く
は

保
護
関
税
の

制
定

等

に

よ

る

援
助
を

行
つ

T

増
産
を

奨

励
し
､

(

ロ

)

軍
部
の

毘
計
乃
至

詳

細
国
中

に

代
用
品
の

採
用
を

指
定

し
､

以
て

代
用
品
研

究
を

促
進

部
(

7
)

し
､

叉

(

ハ

)

政

府
援
助
の

下
に

貯
痕
計
量
を

建
て

る

等
諸
々

の

方
策
を

と
つ

た
｡

′

ア

メ

サ

カ

陸

軍
は

こ

の

や

う
に

臨
衝
動
貞
計
量
の

賀
茂
に

伴
ふ

調
達
問
題
を

支
障
な

く
解
決
し

得
ち

や
う

に

萬
般
の

方
策
を

建
て

て

ゐ

る
｡

･
こ

れ
に

賀
し

海
軍
調
達
計
喜
に

裁
て

は
､

海
軍

軍
備
が

ワ

シ

ン

ト

ン

及
び
ロ

ン

ド

ン

南

條
約
に

よ

る

制
約
下
に

あ
つ

た

時

代
に

は
､

公
然
と

し

た

計
量
の

樹
立

は

行
は

れ

な

か

つ

た
㍉

然
し
一

九
三

六

年
末
を

以
て

海
軍

軍
備
が

無

保
約
時

代
に

入

る

と

共
に
､

海
軍
軍

備
蹟

■

充
に

應
じ
､

そ

の

調
達

計
塞
が

陸

軍
と
の

協
力
の

下

に

建
て

ら

れ

る

に

室
つ

た
｡

即
ち
一

九
三

六

年
第
二

次
産

業
動
員

計
量
が

制
定
さ

れ

畠
と

共
に
､

陸
海
軍
軍
需
局

(

A

冒
冒
已

欝
毒
せ

2
を
訂
○

監

哲
邑
)

に

於

け
る

陸

海
軍
共

同
の

調
達
計
量
が

充
箕
せ

し

め

ら

れ

た
｡

(

鞋
l
)

せ

F
㌣

企

晋
○
●

芦

宅
霊
m

2
‥

句

百
計
星
じ

已
巴

写
ロ
{

守
①

盲
+

e

臣
①

設

(

A

冒
叫

○
【

臣
野

呂
①
､

已
せ

謂
一

戸
｡

盛
)

ノ

ア

メ

ダ

カ

蓬
莱
動
員
と

使
先

性
の

内
題

2 ∫
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〉
.

ゆ

ト

.∴
タ

】

痛

論

重

傷
十
】

巻

第
一

沸

.
一

(

菅
こ

Ⅰ

日

管
賢
巨

岩
O

g
山

邑
F

訂
ロ

ヨ
ぎ
(

A

…
-

叫

0
1

幹
芦
｡

♪

J

臣
-

〃

句

阜

密
)

(

託

ヱ

A

ヨ
叫

0
1

幹
ぎ

β
J

舌
鼓
責

邑

貞
(

曾
邑
ヲ

1

2

呂
邑
e

ロ
‥

至
芸
各
息

芸
Q

ケ

e

ぎ
g
】

】

套
}
-

声
胸

声

胃

忌
A
､

雷
】

旨
弓
粥

.
■
-

芸
勺
-

弊

亡
)

(

託
4
)

の
訂

邑
d

七

β

呂
邑
g
‥

n
e

遥
U
-

b

♪

弊

芦

(

註
6
)

雷
邑
白

岩
日

昌
邑
昏
‥

d
e

芸
U
-

訂
-

払
J

寧
戸

甲

声

(

託
6
)

血

雷
○
-

a

く

β
■
賀
已
e

ロ
‥

倉
→

邑
b
①
-

弊

誌

戸

甲

声

(

註
7
)

Q

旦
･

P

声

穿
訂

ヱ

覇

者

汽

野
毛

夢
←

e

ユ
巴
m

空
軍
召
→

(

A

昌
叫

0
1

昏
芦
0

や

J

豊
畏
泰

盛
)

二

産
業
動
員
計
量
は

た

ん

に

右
の

や

う

な

調
達
計

毒
の

編
成
の

み

に

よ
つ

て

そ
の

目

的

を

達
し

得
る

も
の

で

は

な
い
｡

調
達
計

量
牲
｢

可

儲
的

な

軍

需
生
産
力
+

を

目

凛
と

し
て

建
て

ら

れ

て

ゐ

る

が
､

右
計
量
の

貿
旛
に

常
つ

て

は

可

能
的

な
生

麿
力

を
硯

質
的

生

産
力

に

化
せ

し

む

る

こ

と

が

必
要
で

あ

る
｡

戯
し
か

か

る

生

産
力
の

樽
換
は

平
時
経

済
機
構
の

編
成
巷
を

伴
ふ

こ

と

な

く
し
て

は

連
行
さ

れ

得
な
い

で

′

ぁ

ら
う
｡

壷
時
経
済
は

市
場
に

整
り

る

債
格
の

自
由
調

節
作
用
に

よ

つ

て

需
給
の

均

衡

空
く

是
ト
て

ゐ

た
｡

慣
格
は

平

時
機
構
に

於

て

ラ
ン

ゲ

(

○

∵

訂
5
g

且

が

｢

債
格
の

｡

ハ

ラ

メ

一

夕

ー

的

機
能
+

(

芦

…
墓

星
ユ
0

2

…

宗
吾

已

首

且
と
よ

ん

で

ゐ

る

重
要
な

役
割
を

果
し
て

ゐ

る
｡

｢

債
格
は

市
場
に

於
け
る

す
べ

て

の

個
人
の

操
作
の

結
果
形

作
ら

れ
る

も
の

で

あ

る

が
､

各
個
人
は

現

箕
の

市
場

債
格
を
目

t
て
､

彼
自
身
こ

れ
に

適
應
し

な

く
て

は

な

ら

ぬ

既
成
の

尊
資
と

感

す
る
｡

各
個
人
は

自
ら

は

統
御
し

得
な
い

市
場
状

勢
を

利

(

栽
1

)

用
t

よ

う

と

す

る
｡

か

く
て

満
場
債
格
は

個
人
の

感
度
を

決

皐
せ

し

め
る

パ

ラ

メ

ー

タ

ー

と

な

る
｡

+

即
ち

あ
る

輿
へ

ら

れ

た

市
場
債
格

∵
㌦

一

一
書

へ

香



盟

ト
寸

も

の

下

に

於
て
､

滑

貫
は

各
種
の

消
費
財
に

封
ト

そ

れ
か

ら

得
ら

れ
る

蓋
敦
用
が

実
に

誉
や
う

に

そ
の

購
入

量

畏
走
し
､

生

産

者
は

そ
の

原

料
･

機
械
そ
の

他
生

要
素
の

應

金
品
節
し
､

以
て

輿
へ

孟
宗
場

賃
の

↑

簸
て

極

大

利
潤

蛋
現

⊥
得
る

や

う

に

そ
の

慧
供
給
量

畏
定
す
る

言
ら

う
｡

か

く
て

雪
市
場

債
格
の

↑

に

於
て

各
財
に

封

す
る

雲
量
と

供
給
量
と

が

決
定
さ

れ

る
｡

も
し

各
財
の

雲
量
と

供
給
量

嘉
偶

等
し

く
な
つ

芸
ら

ぼ
､

市
場

鎧
着
き
､

債
格
は

均

衡

露
を
る
｡

し

か

し

も

し

寓

董
と

供
給
量
と
･
が

均

等
で

な
い

な
ら

ば
､

葦
と

買
手

と
の

自
由

警
に

よ

り

慣
格
は

攣
化
し
ー

試
行
錯
誤

姦
て
､

結
局

(

Ⅰ

言
の

】

○

兵

書
)

需
給
が

均

等
と

な

り
､

均

衡
債
格
が

実
現

す
る

で

あ

ら

う
｡

こ

の

軽
湾
機
構
は

各
人

の

蓋
需
要
の

充

足

昌
的

と

し

て

構
･

誉
れ

雷
の

で

は

亨
､

生

産
者
は

市
場
に

於

望
極
大
利
潤
の

確

得

霊
め
て

商
品
の

供
給

島
ふ
｡

嘗
慣
格
の

メ

卦

ニ

ズ

ム

姦
て

結
果
と

し
て

蓋
需
要
の

充

足

が

可

能
に

な

毛

従
つ

て

右

機
構

は

調
達
計
量
に

現

は

れ

害
う

な

国

家

雪
の

充
足

昌
的

と

し
て

編
成
さ

れ

た

合
目

的

的

慧
で

は

な
い
｡

国

防
目

的

に

基
い

て

生

産

品
に

警
の

度
を
つ

け
､

霊
要

誉
軍

慧
の

供
給
量

姦
大
し

不
急
不
用
品
の

供
給

晶
限

す
る

こ

と

は
､

市
場
債
格
の

メ

カ
ニ

ズ

ム

の

上
か

ら

は

出
て

こ

な
い
｡

そ

の

メ

カ
ニ

ズ

ム

の

上
か

ら

は
い

づ

れ

も
た
ん

な
る

商
品
で

雷
､

極
大
利
潤

墨
現
し

得
る

商
品
の

供

給
の

み

が

企
て

ら

れ
る
｡

こ

れ

が

竺
の

難
鮎
で

雪
｡

但
し

調
達
計
量
の

達
成
が
か

か

違
憲
構
の

下

に

雪
て

若
菜
可

能
で

雪
と
い

ふ

の

で

は

な
い
｡

調
達
者
が

市

場

竺
需
要
者
と

ト
て

現

は

れ
､

慣
格
の

メ

カ
ニ

ズ

ム

晶
用
し

て
､

藁
品
の

調
達

島
ひ

得
な
い

わ

望
は

な
い
｡

し

か

し

債
格
に

よ

る

均

衡
作
用

畏
行
錯

警
警
徐

是
行
は

れ
る

三
典

暮
雲
が

債

格

儲
の

分
析

に

嘗
つ

て

官

許
①

-

草
書
と
い

ふ

旬

警
ぼ

し

ぼ

依
つ

て

雪
が
ー

こ

れ

は

夏
至
此

警
は

な
い
｡

庶
し

調
達

墓
の

慧

竺
結
局
+

寛
現

す
る

の

峯
つ

て

ゐ
.
る

わ

琵
は

ゆ

か

ぬ
｡

そ

れ

は

作
哉
の

要
求
す

る

時
に
一

芸
な

く
､

豊
に

調
達

完
了

友

一

▲

ア

メ

タ

カ

産
葉
蘭
貞
と

債
鬼

性
の

同
港

2 3



勿

一

軍
静
･
轟

夢
.十

二
番

∴

欝
′

十
､
教

壬
は

な

ら

驚
こ

1

簑

盃
鮎
が

蔓
更
に

第
三

に
､

調
達
す
べ

き

軍

曹

等
量
は

空
で

雪
雷
､

こ

れ
が

購
入

苗
場

賃
の

メ

カ
ニ

ズ

芸
通
じ
て

行

違
･
債
格
は

昂
騰
ト
､

軍

雪
著
に

戦
時
不

首
利
得
を

収
め

ト

め

る

で

雪
う
｡

第
四
に
一

軍
背

高

要
は

穐
封
的

雷
の

で

雪
雷
に
一

塁
量
の

男
性

完
ど

零
に

等
し

く
､

債
格
の

メ

カ
ニ

ズ

ム

は

専
ら

供

給
量
の

大

小
に

反

比

例
L

て

襲

撃
る
｡

軍

聖
書
は

極
大

利

潤

姦
得
せ

ん

と

す
る

警
ぼ
､

そ
の

僕
給

雷
警
的

品
限

す
る

で

雪
う
｡

そ

L

て

軍

誓
詞

達

蛋
つ

て

は
･

供
給
者
は

ト

ぽ

ト

ぽ

警
者
と

し
て

立

慧
れ

得
る
｡

そ

の

た

め

生

産
制
限

に

よ

つ

て

債
格

差
警
L

め
､

哀

慕
警
収
め

得
る

で

雪
う
｡

ト
か

し
か

く
て

は

調
達
計
董
の

達
成
は

噂
々

穿
と

空
で

雪
う
｡

(

註
2
)

去
時

自
由

農
機
構

書
の

誉
に

ト
て

恵

三
調
達
計

量
の

達
成

裳
め

や

う

と

す

れ

ぼ
､

右
の

や

う

董
大

姦
鮎

蒜
常
る
｡

従
つ

て

調
達
計
量
･
の

霊
の

た

め
に

は

漂
誓
の

編
成
春
が

こ

れ
に

竺
て

行
は

れ

苧
て

は

彗
ぬ
｡

ア

メ

具
慶

蓋
貴
書
も

こ

の

警
留
意

し
て
､

調
達

計

嘗
相

空
で

統
制
計
董

姦
て
一

層
霧
島
防
目

的

晶
す
る

や

う

蒜
刺
せ

ん

と
■
し

て

ゐ

る
｡

､

苗
計
婁
は

大
統
領
の

警
棒
限

豊
警
ト
て
､

主
と

ト
て

非

常

時

窟
て

統

制

品
行
す
べ

き

動

義
梼
の

調

雷
撃
準
備

姦

て

て

ゐ

る
｡

そ

の

準
備
計
喜
の

内

容
は
､

大
統
飯
の

緊
急
権
限

を

代

行
す
べ

き

戦
時

宗
機

警
し
て

戦
時

資
源

局
(

ぎ

夢
弓

重

畳
音
量
以

下
-

戦
時

弊

賢
(

計
昌
旨
○

墓
阜
哉
時
貿
易
局
(

ぎ

宣
言
g
2
)

､

戦
時
金

融
局
■
(

ぎ

芦

亭
宣
邑
2
)

､

債
格

苗
局
(

買

皇
C

旨

三
吉
{

…
モ
情

戦
局

盲
i

e

匡
邑
i

畳
替

阜
避

雷
兵

局
(

夢
苧
①

嘗
ま
倉

皇
等
の

雫
機
構

墓
へ

て

急

呈
と
に

雪
た
｡

空
こ

れ
ら

の

機
関
は

非
常

憲
の

突

警
共
に

霊
さ

る

べ

き

･

(

詑

3
)

も
の

で

平

時
は

聖
墓
に

す
ぎ

な
い
｡

ト
か

巷
芙
若
芸
ル

ー

夢
エ

ル

ト

に

よ

つ

て

設

誉
れ

姦
姦
開
は

必
ず
し

も

右

計
喜
実
の

通

告
は

禁
つ

た
｡

従
つ

て

雷
墓
纂
て

重

学
べ

き

も
の

は

芸
編
制

禁
の

分
析
で

略

字
､

反
つ

て

右
機

警

24

イ▲
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.

＼
＼

野

も
で

一

V

適
じ
て

儲
達

計
量
の

逢
威
の

た

め

に

施
行
せ

ん

と

L
て

挙
る

基

本
町

方
策
で

挙
る
｡

こ

の

鮎
に

裁
て

簡
単
に

賜
れ
て

お

く
｡

､

尭
づ

戦
時
租
税
政

策
が

拳
げ

ら

れ

る
｡

即
ち
こ

れ

は

経
済
機
構
に

攣
革
を

加
へ

る

こ

と

な

く
-

た
ゞ

戦
時

に

於
け
る

不

急
不
用

品
の

生

産
に

は

重
税
を

か

け
て

そ
の

生

産
を

制
限

し
､

こ

れ

に

反

し

緊
急
軍
需
品
の

生

産
に

封
し
て

は

奨
励
金
を

出

し

て

そ

の

増

産
に

努
め

る
｡

か

く
す

る

こ

と

〆
よ
つ

て

生

産
に

多
少
の

計
量
性
を

も

考
せ
､

国

防
目

的
に

副
は

し

め
ん

と

す
る
｡

然
し

こ

の

施
策
の

数

漂
+

ぁ

そ

ら

､

く
た
ゞ

綬
漫
に

し

か

現
は

れ

な

い

で

雲
う
｡

し

か

も
そ

の

攣
化
が

徐

畏
現

は

れ

ん

と

す

る

間
に
､

こ

れ

を

相

警
ノ

る

傾

向
が

現

は

れ

る
｡

軍

菅
抑

増
産
の

た

め
に

放
出
さ

れ
る

資
金
に

よ

つ

て

購
買
力
が

増
大
し
､

重
税
の

賦
課
に

よ

る

借
上

れ
に

も

拘
ら

ず
､

こ

れ

に

勤
す

る

供
給
は

減
少
せ

サ
ー

従
つ

て

そ
の

生

産
を

制
限
せ

ん

と

ト

た
斬
新
の

目

的

は

達
成
さ

れ

難
い

で

あ
ら

ケ
｡

こ

れ
と

封
照

的
な

方
策
と

し

て
､

調
達
計
量
の

急
速
な
る

賢
現
の

た

め

に
ー

必
要
と

す

る

生

産
を

す
べ

て

国

家
自
ら

の

手
に

よ
つ

て

行
ふ

措
置
が

あ
る
｡

こ

れ
は

経
済

■
.
1戎

療
の

全

面

的

革
新
を

欝
ら

す
｡

′
か

か

る

革
新
を
冬
心

激
に

行
灯

ん

と

す

れ

ぼ
､

生

産
機
構
を

混

乱
に

陥
れ
､

生

産
は
一

時
停
頓

し
､

反
つ

㌧

所
斯
の

目

的

に

反

す
る

結
果
を

変
ら

す

恐

れ

が

あ

る
｡

こ

れ

ら

二

方

策
の

中

間
に

優
先
性
施

策
､

慣

格
統

制
､

消
費
側

嘗
等
の

方
策
が

考
へ
●

ら

れ

る
■｡

ゝ

こ

れ

ら

諸
方
策
は

相
互

に

密

凄
な

開
聯
を

有
し
て

ゐ

る
｡

先
に

挙
げ

ら

れ

た

租
税
政

策
の

主

た

る

醗
隋
は
､

国

防
計
量
に

必
要
な

時

間

の

緊
急
性
に

應
へ

得
な
い

潮
に

か
る
｡

こ

の

妖
陥
を

補
足

す
る

も
の

が
停

亮
性

施
策
で

挙
る
｡

優

尭
性
施
策

蜂
調
達
計
量
に

基

い

て

急

生

産
部
門
に

緊
急
の

序
列
を

臥
し
､

高
次
の

緊
急
度
を

有
す
る

も
の

よ

り

順
次
生

産
資
材
､

原
料
､

資
金
､

労
務
等
を

配

給
せ

ん

と

企
て

る
+

即
ち
租

税
政

策
が

間
接
的

方

迭
に

よ
つ

て

遂

行
せ

ん

と

し

た

生
産
者
へ

の

生

産
要
素
の

合
目

的

的

配
給
を
､

債
鬼
性

施

策
は

直

接
的

■

方
港
町
よ
･つ

て

達
成
せ

ん

七

す
る
｡

前
者
は

供
給
債
格
を

調
節
す
る

こ

と

に

よ
つ

て

市
場
慣
格
の

メ

カ
ニ

ズ

ム

を

利
用
し
て

厨

周
の

目

的

ア
.メ
タ

カ

産
葉
蘭
負
と

優
先

世
の

問
題

2 5
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一

橋

軍
叢
.

草
〓
巻

.

影
｢

準

を

達
成
せ

ん

と

す
る

甘
の

で

率
る

に

封
し
て
､

後
者
は

市
場
償
格
の

メ

カ
こ

･
ズ

ム

と

は

別
に

国

防
目

的

よ
り

み
た

緊
急
性

序
列
に

従
つ

た

合
目

的

的

配

給
を

企
て

る
｡

錐
つ

て

優
尭
性
の

施
行
に

よ
つ

て

市

場
債

格
の

自
由
調
節

傭
用
は

重
大

な

制
限

を

受

け

る
こ

と

に

琴
る
｡

こ

の

意
味
に

於
て

優

尭

簑
策
は

債
格
統
制
を

伴
ふ

こ

と
に

よ

つ

て

そ
の

効
果

を
滴

警
ら

し

め
る

で

あ
ら

う
｡

又

そ
の

反

面

に

於
て
l

虜

格
蔵
制
は

優

謹
施
策
に

裏
づ

け
ら

れ
る

こ

と

に

よ
つ

て
､

所
期
の

目

的

を

達
し

得
る
｡

雨

着

豊
臣
相
補
足
卜

合
ふ

開
陳
に

宅
｡

償

格
統
制
は

調
達
計

喜
の

遼
行
に

つ

れ
て

生

ず
る

需
給
の

不
均

等
が

庶

甲
と

な
つ

て
､

慣
格
が

著
し

く

璧
苦
る

こ

と

を

防
止
せ

ん

と

し

て
､

債
梅

里
岸
水

準
に

釘
づ

け
せ

ん

と

す

る
｡

従
つ

で

債

格
統
制
に

よ
つ

て

変
ら

さ

れ

る

も
の

は

均

衡
償
格
で

は

卑
く
て
､

不
均
衡

債

格
で

あ
る
｡

不
均

衡
債
格
に

於
て

は

焉

雲
量
と

供
給
量
と
が

均

等
に

は

な
ら

な

い
｡

こ

の

璧
ロ

ー

需
給
の

調
衝
を

自
由
に

放
任
し
て

串
く

な

ら

ば
､

生

産
者
へ

の

生

産
要
素
の

配

分
が

今
日

的
的

に

行
は

れ

得
な
い
｡

そ

こ

に

優
尭
性
遜

策
が

再

び

必

要
と

な
つ

て

く
る

∵
即
ち

こ

れ

は

不
均

衡
債
格
の

制
定
に

伴
ふ

生

産

要
素
の

不

嘩
嘗
な

配

給

を
阻
止

す

る
｡

又

債

格
統

制
の

み
で

は

給

費
者
へ

の

必

常
物

資
の

合
目

的

的

配

給
を

確
保
し

え

な
い

で

あ
ら

う
｡

こ

1

に

消
費
割
首

を
行
つ

て
一

重
低

取
の

蓋
安

雷
確
保
す
る

た

め
に

必
雫
物
資
の

公

言
配

給
を

行
ふ

必
要
が

生

じ
て

ぺ
･
る
｡

こ

の

や

う
に

優
尭
性
苑
策
-

債
格
統
制
､

消
費
割
普
は
一

連
の

相
互

に
静

養

品
聯
ト

て

ゐ

る

戦
時
方

策
で

あ
る
｡

こ

れ
ら

違
の

方
策
の

う

ち

最
も
基

本
的

な

も
の

は

何
か
｡

施
策
の

目

的
と

す
る

虞
は
一

市

場
債
格
の

自
由
調

節
作
用

に

よ
つ

て

規

制

と

れ

て

ゐ

た
メ

カ
ニ

ズ

ム

と

し

て

の

廟
臍
杜
脅

を
国

防
目

的
に

従
つ

て

整
序
さ

れ

た
オ

ル

ガ

ニ

ズ

ム

に

編
成

蕃
へ

せ

ん

と

す
る

に

挙
る
｡

拙

策
は

結

果
と

し
て

輿
へ

ら

れ
て

ゐ

豊
満

雫
要
の

充

足

昌
的
と

ト

て

捉
へ

よ

う

と

す
る

に

雪
｡

言
霊
に

は

市
場
債
格

基
調

モ
眉
卑
港
側
に

代
つ

て

固

管
H

駒
に

礎
つ

嘗
レ

オ

ロ

ギ

一

朗

意
が

必

雪
雲
｡

債
篠
蔵
制
は
こ

の

メ

冬
一

ズ

ム

か

ら
オ

ル

ガ

ノ

●

ノ

′

少

-

″

一
▼

■′
n
9
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ニ

ズ

ム

へ

の

韓
換
に

普
つ

て
､

雪
豊
配

ト
て

ゐ

た

法
励
の

支
配

晶
止

せ

し

め
る

も
の

で

雪
て
､

い

は

ば

消
極

的

方
策
で

雪
｡

.

こ

れ

に

反

し
､

冤
性

葉
慧
ル

ガ
ニ

ズ

ム

的

荒
磯
構
の

構
成
原

苦
境
不

す

る

テ

レ

オ

芸
1

的

性

格

宕
L
て

ゐ

る

鮎
で
､

積
､

極
的

方

雪
雲
｡

又

消
費
都
営

農
義
に

於

望
実
性

葉
の

う

ち
に

音
し
め

て

考
へ

る
こ

と

も
で

き

る
｡

こ

の

意
味

に

於
て

統

●

制
計
量
の

要
求
す

姦
清

啓
曾
の

絹
壊
替
に

於
て

最
も

基

本

的

喜
策
は

優

東
低

麺
策
で

雪
と

み
て

よ

い
｡

蚤
性

要
は

自
由
経
済
機
構
に

と
つ

て

革
新
的
青

書
有
す
る

も
の

冨
り
､

こ

の

方
策
が

全

面

的

に

碧
■
さ

れ
る

量
る

.

驚
ぼ
､

市
場
債
格
の

自
由
調
節
作

層
停
止

し
､

窒
な

計
量
経

済

駕
が

構
成
さ

れ
る
｡

ト

か

し

こ

の

方
策
は

最
初
か

ら

全

面

的
に

若
さ

れ

る

も
の

で

は

な
い
｡

馬
経

済
機
構
の

↑

に

雪
て

調
達

計
量
が

若
さ

れ

始
め

る

と
､

均

衡

姦
つ

て

ゐ

を
給
関
係
が

軋
れ

出

し
､

蛋
に

各
種
の

物

資
に

警
防
給
難
が

現

は

れ
る
｡

要
は

供
給
難
の

最
も

烈
し
い

物
資
に

警
帽

歪
讐
れ
て

ゆ

与
雪
う
｡

格

別
供
給
難
の

甚
だ

し

く
な

遠
賀
に

警
は

市
場
慣
格
の

操
作
に

ゆ
だ

ね

て

亨
｡

従
つ

て

こ

の

苗
に

雪
て

偲

自
由

漂
の

中
に

計

量

霊
の

原
理

が

混
入

さ

れ

た

形

を

な

し
で

ゐ

る
｡

調
達

計
量
の

深
化
に

つ

れ
て
､

莞
の

適
用

範
囲
が

歪
に

実
し
て

ゆ
き
､

去
れ

に

つ

れ
て

平

時
自
由
経
済
よ

り

戦
時

計
蓋
檻

臍
へ

の

再

編
成
が

進
捗
し
て

ゆ

く
｡

･

今

実
戦
の

勃

警
伴
ふ

ア

メ

リ

カ

産
業
動

景
董
の

憲
に

営
つ

て

も
ー

檻

歪
脅
の

病

室
は

実
性

雲
量
軸
と

し
て

展
開

さ

れ

た
｡

.

(

警
)

〇
･

ぎ
笥

邑
甲

声

萱
○

=

C
ロ

旨

岩
音
○

ヨ

…
F

e

0
1

言

琶
巴

ぎ
賀
冒
①

旦
訂

忘
∽
∝

ち
芦

(

菅
)

冨
邑
e
-

賢
卦
口

盲
○

邑
‖

±
左

官

鷲
ヨ
訂

…
{

司
甥
､

夢
う

叫

宮
打

-

茎
ち
一

声

､
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A
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三
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晋
､

･

ア

メ

芸
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嘗

葺
意
敢
､

四
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貢
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打

1

ア
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カ

産
莫

瀬
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俵
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八

八〉
〇
一

∵

十

島

静

衰

空
工
数

鹿

こ

旋

一

三

ァ

メ

芸
産
業
動

景
喜
は

二

つ

の

課
題
､

即
ち

調
達
計
葺
と

宗
計
葦
と

喜
ん

で

ゐ

た
｡

調
達
計
喜
は

｢

産
業
動

景
董
+

の

制

定
と

共
に
､

陸
軍

書
皇
､

補

給
部
､

陸

海
軍
軍

雷
蛋
心

と

L
て

差
さ

れ

宗
､

統

制
計
量
は

非
常
時

窟
望
大
統
領
の

警

衰
蓋
い

て

雷
て

若
さ

れ

得
る

も
の

で

雪
た

セ
こ

れ

が

憲
は

非
常

憲
の

到

警
倹

芸
ぼ

警
な
い
｡

妄
元
年

九

月
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

笑
戦
が

動

学
る

真
に
一

九
月

八
･
日
ル

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ト

は

非
常

憲
の

霊
を

書
ト
､

こ

れ

賃
つ

て

芸
す
べ

き

緊
急
権
限
の

廃
理
の

た

め
に

璽

完
四

〇

年
五

月
二

十

盲
国

防
調
整
局
(

○

宗

豊
昌
葺
笥
岩

芸
…
g
の

冨
丘

を

設
定
し

た
｡

警
同

局
は

名
目

的

霊
に

過
ぎ

ず

妄
質
的

蒜
制
計
喜
の

葦
機

賢
至
た

も
の

は
一

貫
羊
八

日

富
見
た

園

防
諮
問
委

貞
脅

(

A
d

く

賢
芸
㌢
}

を
ぎ
ぎ

昏

…
○

亡

邑
○

芸
邑

邑
蔓
①

且
で

雪
た
｡

完
四

〇

年

音
吉
宗
ま

る

ド

イ

ツ

軍
の

西

部
戦
線
電
撃
作
戦
の

葦

言
い

展
開
は
ア

メ

リ

カ

を

驚

翳
ど

ん

底
に

た
1

き

込
ん

鷲
ア

メ

呈
政

府
は

百
二

妄
の

中

震
衛
軍
の

貿
､

南

洋
艦
隊
の

建

学
五

墓
の

航
基

機
調
達

是
掌
る

と

共
に
､

銅
鏡
･

ボ

主
サ

イ

ト
･

芸
の

壷
供
給
源

た
る

ベ

ル

ギ
ー

雷
北
フ

ラ

ン

ス

姦
失
L

た

イ

ギ

真
の

芸
に

物
資
援
助

姦
望
ん

と

し

た
｡

右

計
喜
の

積
極
化

蒜
つ

て

漂
調
達
計

量
の

内
容
は

極

雪
雲
驚
の

と

至
た
｡

こ

の

調
達

墓
の

達
成
の

た

め

に

は

ア

メ

●

豊
平
暗

雲
機
構
の

再

編
成

品
行
卜

亨
て

は

彗
な
い
｡

ル

去
ヴ
ェ

ル

ト

は
こ

の

目

的
の

た

め

に

国

防
諮
問

看
官
組
織
L

き
れ

は

園

誓
議
に

封
す

毒
同

機
閲
で

あ

㌣
生

産
･

琴
琴
琴
債
格

琴
宴
の

宗
門
か

曇
て

ゐ

告

生

産
部
委

悪

者
フ

ル

･

モ

㌻
ア

ー

ス

食
紅

慧
ク

ヌ

イ

セ

ン

(

雲
量

･

内

邑
誓

書
蔓

-
･

芸
-

星
萱
○

豊
里

2注



(

リ
ー2

,

l

原
料
部
重

点
は
ユ

ー
･

エ

ス

･

ス

テ

イ

ー

ル

合
祀
理

事
長
ス

テ
ッ

チ
ニ

ブ

ス

(

穿
1

星
野

警
琵
已
一
l

こ
ヮ
}

苧
已

ヨ
岩
○

=
F

昌

甲

血

互

冒
ワ
)

､

運

輸
部
委

員
は
シ

カ

ゴ

･

バ

ー

リ

ン

ト

ン

･

ア

ン

ド
･

ク

イ
ニ

イ

鋳
造
合
祀
社
長
バ

ッ

ド

(

堅
p

F

監
チ

冒
P

O

:
F
e

臣
点
○
､

冒
-

計
ぎ

邑
曾
i

遺

賢
-

冨
e
-

労
務

部
委

員
は

0
･

Ⅰ
･

0

副
議
長
ヒ

ル

マ

ン

(

写
名

琶
-

ヨ

岩
-

ヽ

5
完
.
召
①

…
=
F

…
.
H
･

〇
･

)

-

農
業

部

重

点

埠
農
園

保
頗
局
の

デ

ー

ヴ
ィ

去
(

苧

告
‥
P

冒
i

ぞ
已

き

昌
芳
ヨ

冒
莞

…

冒
邑
)

､

慣
格
統
制
部
委

卓
は

讃

券
取

引

統
制

憲
へ

ン

ダ
†

ソ

ツ

(

冒
D

冒
已

毒
口
)

き
F
①

警
喜
昔

邑

冒
F

羞
①

●

晋
芦

邑

賢
5
)

､

滑
費
部
重

恩
ノ

ー

ス

･

■
カ

;
イ

ナ

大

畢

徴
授
エ

リ

オ

ッ

ト

(

穿
蔓
空
夢

言
夢
①

訂
長
音
○

妄
邑

凸

㌢
i

且
が

占
め
て

ゐ

る
｡

委

鼻
曾
の

人
的

構
成
は

各
界
の

勢
力

均

衡
の

1

に

た
. つ
■
て

雪
｡

即
ち

ク

ヌ

ド

セ

ソ

･ ､

ス

テ
ッ

チ
ニ

ア

ス

､

バ

ッ

ド
の

や

う

な

産
業
豪
に

配
す
る

に
､

ヘ

ン

ダ

ー

ソ

ン

､

デ

ー

ダ

イ

ス

､

エ

豊
ッ

ト

の

や

う

聖
ユ

ー
･

デ
ィ

ー

ル

嘩
乃
至

学
者
､

ヒ

ル

マ

ン

の

や

う

な

労
働
組
合
の

代
表

者
を

以
て

し
て

ゐ

る
｡

国

防
讃
間

警

巷
翌
の

主

著
的
の
】

つ

環

常
時

既
に

召

億
弗

姦
へ

て

ゐ

蛋
雫
証

文
の

割

嘗
に

雪
た
｡

直

撃
の

問
題
の

虚
理

に

昔
つ

た

も
の

は

生

産
部

責
ク

ヌ

ド

セ

ン

で

雪
た
｡

ク

ヌ

ド

セ

ン

は

ヤ
ネ

ラ

ル

･

モ

ー

タ
ア

ー

ス

合
祀
の

ア

メ

豊
津

準
界

に

-

占
め
て

ゐ
る

地

位

を
利

用
し
. -

こ

の

尤
大

在
軍

需
詩

文

豊
際
よ

く
割

嘗
て

い

つ

た
｡

こ

の

鮎

品
す
る

限

り

諮
問
委

巷
は

大
き

な

功

績
を

告
た
｡

し

か

し

受

慧
違
は

い

づ

れ

も

軍

慧
昆
で

は

な

く
､

軍
需
品
の

生

産

を
註

文
通
り

途
行
す
る

た

め
に

は
､

工

場
生

産

設
備
の

改
造

乃

革
新

誓
断
行
し

な

く
て

は

な

ら

な
い
｡

そ
の

た

め

膚
も
緊
急
を

要
す
る

も
の

は

羊
作

機
械
の

調
達
で

雪
た
｡

軍
需
韓

l

警
成

警
ノ

る

節
操
と

し
て

羊
作

機
械
の

急
速

基
調

達
が

合
目

的

的
に

遽
行
さ

れ
ね

ぼ

な
ら

な
い
｡

冬
嘗
時
調
達

藍
の

中
心

課
題
と

な

つ

た

も
の

は

航
重

機
･

野

望
琶
に

艦
船
で

あ
つ

た
｡

航
重
機
製
件
の

主
要
原
料

望
ノ

ル

三
.
ウ
､
ム

で

あ
る
｡

ア

メ
､
サ

カ

に

放

け
る

ア

ル

2 9

了

メ

タ

カ

選
果
頚
貞
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潤
題



｢
静

瓢

宥

卦

三
春

象

義
一

＼

､
､

二

言
ム

生

産
は
ア

メ

サ

カ
･

ブ

ル
､

三
サ

ム

合
祀

(

冒

…
r

F

邑
2

召

声
○

=
星

1

i

且

に

よ

言
彗
H

さ

れ
て

ゐ

た

∵
同

社

(

鞋
2.
)

の

生

産
力

竺
九
四
〇

年
夏
に

於
て

三

億
七

千

萬
封
度
と

推
定
さ

れ

て

ゐ

た
｡

し
か

し

五

革
毒
の

雲
機
製
作
計
喜
を

達
成
す
る

た

め

に

は
､

右

ア
ル

､

､

‥

盲
ム

供
給
力
を

以
て

し
て

は

供

給
難
が

準
想

さ

れ
､

そ
の

生

産
設

備
の

損
充

が

要
求
･
さ

れ
て

ゐ

た
｡

昏
々

昔
時
ア

ル

ミ

ニ

サ

ム

合
紅
は
ト

ラ

ス

ト

禁

蓋
に

ふ

れ
､

訴
訟
を

琴
げ
､

ニ

ケ

年

豊
つ

て

係
寧
を

横

誓
ゐ

た
｡

同

法
廷
に

嘗
も
同

社
の

ナ
ル

ミ

ニ

サ

ム

供
給
力
の

不
足

が

問
題
と

し

て

探

ウ
上

げ
ら

れ
､

大
き

奉
虻

合
的

問
題
と

彗
た
｡

更
に
､

彗
丁

艦
船
製
作
に

不
可

賢
原
料
で

雪
銅
線
の

供
給
に

警
も
､

完
四

〇

年
末
よ

基
四

左
春
に
･
か

琶
諸

芸
調
査

機
儲

(

例
へ

ぼ

夏
邑

ぎ
弓

絹

ぎ
音
g
･

哲
賢
d

盲
賢
…
喜

…
-

告

邑

賢
i

已

宗
邑
鳩

を
監
○

且
､

乃
至

専
門

家
(

例
へ

ぼ

H

F

寧
…
0

(

詫

3
)

Q
F

監
窒
且

に

よ
･つ

て

供

給
難
が

指
摘
さ

れ

た
｡

こ

れ

ら

供
給
難
が

準
想

さ

れ
る

と

共
に
､

自
由
軽

率
機
構
の

編
成
春

を
伴
ふ

こ

と

な

き

調

達
計
量
の

達

成
が

困
難

硯
さ

れ
､

優
尭
性
藷

策
の

通

用
が

求

め

ら

れ

る

に

至
つ

た
｡

優
党

墓
策
の

施

行
は

商
連

し

た

や

う
に

市
場
憤
格
メ

竺
ズ

ム
■
の

停

苦
意
味
ト
､

募
債
格

ヽ

統

御
を

随
伴
す

る

で

雪
う
｡

怠
る

施

雷
封
ト
､

ア

メ

芸
産
業
家
が

積
極

的

な

支

誓
輿
へ

る

も
の

と

は

想
像
さ

れ

な
レ
｡

軍
需

要
晋
品
し
て

卓
抜

窒
警
若
し

た

困

防
諮
問

書
倉
も
ー

優
先
性

要
に

封
ト
て

は

積
極

的

豊
票
め
さ

禁
つ

潔

圃

防
諮
問
委

卑
官

創

設
後
間
も
な

く
､

同

委

卓
曾
の

購
入

機
関
と

し

て
､

国

防
購
入

調
整

量
(

冒
○

昔
○

:
F

昌
○

星
邑
O
r

皇

少

欝
訂
｡

邑

ぎ
蓋

署
己

壷
且

が

設

誉
れ
､

ド

ナ

ル

ド
･

エ

ム

主
ル

ソ

ン

(

冒
已

千
岩
･

誉
訂
○

ヱ

が

右
調
整
官
に

任
命
さ

れ
た
｡

国

防
購
入

調
整
官

蓋
の

任
務
の

う

ち
に

簑
の

如
き

畠
が

含

居
て

ゐ

る
｡

｢

国

防
購
入

調
整
官
皇

は
､

国

防
諮
問

書
倉
と

協
力
L
て
､

虎

男
至

輸
出

用

証

文
に

此

し
､

軍

需
証

文
に

封
じ

賃
性

姦
興
す
べ

き

必
要
に

警
吟
味
ト
､

･
こ

の

鮎

品
卜

大
統
領

3 0

虹



･
に

督
す
べ

し

J
か

く
国

防
諮
問
委

巷
に

附
層
し
て

霊
性

粟
島
行
す
べ

き

管
機
関
の

締
成
に

封
し
て

贋
根

接
が

輿
へ

克

た
｡

竺
九
四

〇

年
六

月
二

十
八

晶
定
さ

れ

た

国

防
促
進
法
(

セ

…

凛
富
邑
ぎ
已

冨
-

-

芸
〉

邑
冒

号
音
号
且

の

第
二

條

(

イ
)

に

於
て

陸

導
師
係
の

雪
ゆ
る

証

文
に

封
し

笠
性

晶
興
し

得
べ

き

荒
根

慧
輿
へ

克
た
｡

し

か

し

優

置

菅
欝
が

誓
さ

れ
る

窒
つ

た
の

竺
九

四

〇

年
十
月

二

十

盲
で

あ

る
｡

警
固
日
､

大

悪
行
政

命
令
に

よ

り

層
諮
問

責

寓
に

優
尭
局
(

冨
蔓
㌢

冒
票
創

警
れ

き
具
に
､

国

防
購
入

詞

警
ネ
ル

ソ

ン

が

笠
性
管
理

官
(

冨
昔
邑
智

号
i

苧

蔓
○

ユ

に

任
命
さ

れ

た
｡

優
尭

層
諮
問
委

書
生

悪
妻

貞
ク

ヌ

ド

セ

ン

､

荒
部

誓

言
プ

ッ

チ
ニ

ア

ス

､

慣
格
統

制
部

署
へ

ノ

ン

ダ
ー

ソ

ン

墓
貞
と

す
る

委

暮
組

攣
あ

議
言
芸
は

賃
性

禁
に

警
大
綱

畏
定

し
､

｡

れ

姦
荏
管
理

官
ネ
〝

リ

ン

が

荒
す

る

こ

㌃
な
つ

た
｡

孟
に

よ

晶
制
計

祭
実
性

要
覧
心

と

し
て

箕

警
る

ゝ

呈
つ

た
｡

右

要
の

憲
に

伴

つ

て

ア

メ

芸
歴

霊
合
の

基

本

差
す

市
場
債
格
メ

カ
ニ

ズ

ム

は

若
干
の

制
限

量
誓
わ

望
､

こ
･
れ

墓
大

豊
昧

雷
つ

も
の

冨
る
｡

し

か

し

優

鳶
が

採
用

し

姦
悪
葉
昌
荒
驚
の

で
､

い

募
自
由

荒
磯
構
に

誓
約

警
完
へ

る

も
の

で

は

な
か

つ

た
｡

優

謹
票
の

封

警
な
つ

雷
の

豊
作

機
械
及

び

緊
急
物

警
雪
て
､

労
務
及
び

資
金
に

笠
の

適
用
が

監
つ

た
｡

優
尭
性

要
は

こ

れ

空
つ

に

分

望
考
へ

る

L

と

が

範
㌣

第
一

に
､

雷
の

如
き

生

産

憲
晶
誓
生

産
さ
.
れ

る

完
成

品

窒
の

国

防

上
の

要
さ

か

ら

み
て

教
程
に

分

警
る
｡

A
･

A

は

特
別
に

警
還
る

軍
需
品
､

A

は
そ

の

他
の

軍

琶
B

は

直

接

警
遽
行
の

た

め

に

用

苦
れ
る

も
の

で

は

な
い

が
+

公
共
の

利
益
の

芸
乃
至

は

国

民
的
一

帽

祀
の

雷
不
可

警
も
の
､

例
へ

ぼ

機
械
､

戚
道
､

農
場

ぬ

′

琵
三
作
機
械
等

嘉
す
ー

畏
望
の

何
れ

に

も

屠
し

告
が
､

･
こ

れ
ら
■
の

生

産
を
促
進
す
る

に

必
要

雷
の

豊
醸
し
､

D

誓

=
ア

メ

サ

カ

産
菓

動
員
と

擾

発

性
の

岡
毘

3 Ⅰ

Jで
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一

橋

論

叢

虜
十
+

巻

第
-

兢

′筆
ぎ

譲
り

の

他
の
.
も
の

に

営
る
｡

こ

れ

竺

空
八

年
第

表
世

界
大

戦
昔
時

ア
メ

リ

カ

の

戦
時
産
業

局
(

ぎ
こ
已
1

邑
項

哲

邑
)

の

と
つ

た

分

類
で

あ
つ

た
｡

完
四

〇

年
債
尭
局

は

先
づ

軍

曹
m

に

裁
て

の

み

優
先
俊
雄
策
を

と
る

こ

と
に

決
し
､

A
･

A

の

外
に
､

A

類
を

細
く
国

別
L
､

A
･

A
､

A
･

1

よ

り
A
･

1 0

に

至

る

±
階
梯
を

作
つ

た
｡

A
･

A

は

火
急
を

要
す
る

も
の

妃

適
用
さ

れ
る

も
の

で

あ
る

が
､

普
通
は
こ

れ

を

適

用
せ

キ
A
･

1

以

言
使

用
し

冤
A

･

1

に

該
督
す
る

完
成
品
の

製
作
者
は

A
･

2

以

下

の

製
作
者
よ

り

優
尭

的

に

原
料
そ
の

他
生

産
要
素
の

購
入

を

行
ひ

得
る
バ

又
A
･

2

は

A
･

8

以

↑

に
ー

A
･

8

は
A
･

4

以

言
夫
々

優
発
す

る

や

う

に

規
定

さ

れ
て

ゐ

る
｡

か

1

る

優
尭
序
列

は

表
的
に

適
用
さ

れ
る

も
の

で
､

必
J

こ
も

強
制
的

な

も
の

で

は

な
い
｡

こ

の

外
第
二

に
､

特
殊
の

慧
昆
特
定
の

製
作
者
に

賀

制
力

季
る

優
尭
弁
を

交

付
す
る

こ

と

が

寧
る
｡

こ

れ
は

例
へ

ぼ

エ

作
機
械
､

ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

の

や
う

に

特
に

供
給
難
が

烈
L

く
な
つ

た

場
合
に
､

こ

れ

が

購
入

に

閲
し

優

墓
を

交
付
ト
､

こ

れ

が

供

給
を

確
保
せ

し

め

ん

と

す
る
｡

差

首
つ

て

優
先

局
の

旛
策
は

第
一

の

階
梯
に

止

つ

て

ゐ
て
､

持
殊

な
優
尭
券
の

交
付
は

行
は

な

か

つ

た
｡

優
尭
性
旛
策
の

目

的

は
､

物
資
の

合
目

的

的

配

給
を

行
ふ

外
､

官

毒
生

産
に

於
て

特
に

重
虚

言
意

味
を

有
す
る

｢

時

間
+

の

問
題
を

解

決
す
る

に

雪
た
｡

A
･

A
､

A
･

1

…
A
･

･

1 0

に

至

る

優

尭
序
列

は

物
資
の

今
日

的

的

配

給

を
秩

序
づ

け
る

手

懸

ク
と

な

る
｡

か

ゝ

る

序
列
は

同

蒜
鮎
に

空
夢
態
的

秩
序
と

し
て

は

有
数
で

雪
が
､

こ

れ
に

時
間
の

要
素
が

入
つ

て

く
る

時
､

問
題
は

言
う

複
雑
に

な
つ

て

く
る
｡

遍
間

後
に

嗣
入

す
べ

き

A

i
の

製
作
と

昔
後
に

嗣
入

す
べ

き

A
･

2

の

製
作
と

で

は
､

い

づ

れ

が

優
尭
性

を
主

張
●

L

得
る

で

あ

ら

う
か
｡

名
聞
題
は

原

理

的
に

解
決
す
る

こ

と

は

困
難
で

挙
ら

う
｡

優
尭
局
は
こ

の

問
題
は

そ
の

時

芸
具
僅
的

状
況
に

應
じ
て

嘉
的
把

判
断
す
る

外
は

な
い

と

み

冤

即
ち

酌
入

管
H

に

間
に

合

廷
得
る

限

り
に

於
て

は
､

い

か

に

革
次
の

優
尭
序
列
に

挙
る

蓋
者
と
い

へ

ど

む
､

そ
の

実
棒

宣
誓
る

必
要
は

な
い
｡

た
ゞ

嘲
入

朝
臥

品
に

訂
慧
る

誓
に

は
､

低

雷
生

産
者
を

犠

､イ{一

3 2
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弥

】

梼

静
,
叢

集
十
】

琴

第

｢
旋

､

ノ
J
l

徹
し

優
允
性
施
策
が

俵
庶
と

し
て

業
者
の
.
自
費
的

協
力
の

上

に

た
つ

て

ゐ

る

寄
資
に

は

襲
り

は

な

い
｡

･
錐
つ

て

こ

れ

顔
優
先
性
施
策
の

境

●

粛
で

は

あ
る

が
､

そ
の

強

化
で

は

な
い
｡

優
尭

蛙
施

策
を

強
化
し
r
､

こ

れ

を

添
的

拘

束
力
あ
.
る

も
の

た

ら

L

め

る

た

め

に

は
一

便
尭
局

の

機
構
の

改
革
が

必

要
で

あ

る
｡

優
尭

局
は

国

防
諮
問
委

貞
舎
を

母

胎
と

し

て

ゐ

る

が
､

同

委

員

今
は

諮
問
機
関
で

あ
つ

て

執

行
機
圃
で

′

は

な
い

た

め
､

優
先
局

は

執
行
権
を

有
L
て

冶

な
い
｡

従
つ

て

強

制
権
あ

る
.
優
発
憤
施
策
を

雄
行
し

得
な
い
｡

庶
し

若
干
の

物
資
に

於
け

る

供
給
難
は

既
に

強
制
的

優
尭
性
施
策
の

施
行
を

必

要
と

す
る

に

至
つ

て

ゐ

る
｡

こ

1

･
咋
国

防
諮
問
委

貞
合
に

代
つ

て

執
行
権
あ
■
る

生

産

管
理

局
(

○

芸
霊
O
h

守
○

舌
鼓
○

ロ

告

ぎ
遥
e

ヨ

2
■ナ
)

が

設
立

さ

れ

た
｡

完
四

妄

言
七

日
大

統
領
の

行
政

命
令
に

よ

り

生

産
管
理

局
が

創

堅
C

鴫
野

右
行
政

命
令
に

よ

れ
ぼ

生

産
管
理

局
設
置
の

目

的

は

憲
法
及
び

法
令
に

よ

り

大
統
領

.

に

賦
興
さ

れ

た

権
限

l に

磨
き
､

∵
九

三

九
年
九
月
八

日

の

非
常

聖
書

昆
應
じ
て
､

璽

四

〇
年
五

月

二

十

盲
設

立
せ

れ

た

国

防
調
整
局
の

職
能
を

明

確
･

在

ら

し

め
､

且
つ

園
内

資
瀬
及

び

生

産
力
■の

葡
貞
に

よ

り

国
防
的

生

産
を

増

遷
す

る

に

居
っ

尭
酔

局
は

国

防
諮
問
委

貞
舎
と

は

異
つ

て

も
は

や

諮
問
機
関
で

は

な

く
､

執
行
機
関
と

な
つ

た
｡

生

産
管
理

局
は
ク

モ
F

セ

ン

及

び
ヒ

ル

マ

ン

畠
び

に

陸

海
軍
長
官
と

L
て

の

資
格
に

於
け
る

ス

テ

ム
･
リ
ン

及
び

ノ
ッ

ク

ス

の

四
人
の

理

事
よ

少

な
る

理

事
合
を

中
枢
と

し
､

そ
の

下
把

生

産
･

優
尭
･

購

買
･

労

務
の

四
部
が

あ

少
､

更
に

調
査

統
計
局
(

空
…
F

l

l

思

ゎ

富
弓
｡

F

ぎ
包

警

賢
覧
且

が

こ

れ
に

附

隠
し
て

ゐ

る
｡

こ

れ
ら

各
部
は

国

防
諮
問
委

貞
昏
の

生

産
･

原
料
･

労
務
の

三

部
並

び

に

国

防
購
入

調

整
局
を

振
取

し

た

も
の

で
､

そ
の

人
的

構
成
も

殆
ど

そ

の

重
ゝ

で

あ
つ

た
｡

従
つ

て

諮
問
委

貞
脅
の

農
業
･

運
輸
･

慣
格
統
制
及

び

泊
費
の

四

部
は

取

現
さ

れ

拳
わ

け
で

あ

る

が
､

こ

れ
ら

は

生

産
管
理

局
と

相
並

ん
で

囲

防
調

整
局
の

う
ち
に

編
入
さ

れ
､

執
行
権
を

輿
へ

ら

れ
る

こ

と

に

臥
つ

た
｡

･

･
こ

の

改
組
に

首
つ

て

注
目

す
べ

き
こ

と

は

∴
二

し
･

デ

ィ

一-

蒜
乃
至

は

理

論
家
に

よ

つ

て

占
め
ち

れ
て

ゐ

た

債
格
統
制
･

農
業
卜

r

･.〝

｢

ユ

｡

▲

り

六
V

.
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浄
費
の

各

森
が

生
産
管
理

局
に

編
入
さ

れ

禁
つ

た

事
箕
で

雪
;
れ

ら

各

驚
軍
需
充

農
務
の

遽
行
に

よ

言
歴
迫
を

受

望
民

需
方
面

を
主

と
し
て

受

持
つ

写

雪
て
､

問
題
の

重
鮎
か

ら

い

つ

て

も

∵
生

産
管
理

局
と

は

背
馳
し

警
ノ

で

雷
､

人
的

構

成
か

ら
い

つ

て

も
､

産
業
家
と

は

必
ず
し

も

融

示
し

な
い
｡

生

産
管
理

局

に

於

替
る

債
鬼
性
施
策
の

展
開
に

つ

れ
､

こ

の

涙
と

の

間
に

摩
傾
が

生

じ

て

き

た
｡

生

産
管
理

局
の

優
先
部
長
官
は
ス

テ
ッ

チ
エ

ア

ス

が

占

め
､

七
れ
に

ス

テ
ッ

チ
ニ

ナ
ス

潅
議
長
と

し
､

ク

ヌ

ド

セ

ン

､

ヒ

ル

マ

ン
､

ビ

タ

ガ
ー

ス

(

旨
㌣
ロ
･

崇

撃
取
)

､

及
び

ネ
ル

ソ

ン

を

委

員
と

L

た

優
先
局

曾
○

崇
e
払

宮

島
が

附
属
し

て

か

た
｡

ス

テ
ッ

チ
ニ

/

ア

ス

は

強

制
的

優
尭
命
令
を

聾
す
る

権
限

を

賦
興
さ

れ

た
｡

完
四

妄
二

月

二

十
四
臥
ス

チ
ッ

一

㌃
-

ア
ス

は

兜
づ

ア

ル

ミ

ニ

望
及
び

工

作
機
械
に

強
制
的

優
尭
命
令
を

聾
し

た
リ

ー

九
四

〇

年
末
ア

ル

ミ

ニ

ウ

ム

合
祀
を

支
持
し
､

ブ

ル
､

､

ニ
ー

サ

ム

供
給
難
の

存
在
を

否

定
し

.
た
ス

テ
ッ

チ

ニ

ナ

ス

が
､

ア

ル

ミ

ニ

ウ
ム

に

封
し

強

制
的

優
尭
命
令
を

聾
し

た
こ

と

は
､

社
食
的

非
難
の

的

と

な
つ

た
が
､

供
給
難
は

爽

′

次
に

諸
他
の

物
資
に

現
は

れ

始
め
､

ス

テ
ッ

チ
エ

ア

ス

は

三

月
二

盲
マ

グ

ネ
シ

ウ
ム
､

三

月
七

日
ニ

ッ

ケ

ル

及
び
､

芸
プ

レ

ー

ン
､

三

月

二

十
七
日

タ

ン

グ
ス

テ

ン

､

四

月

十
日
ニ

ッ

ケ

ル

鋼
と

優
尭

命
令
を

聾
し
て

い

つ

た
｡

叉
ス

チ
ッ
し

チ

ェ

ア

ス

の

優
充

性
施
策
の

展

開
に

封
し
一

心

辛
か

で

な

か

つ

た

も
の

は
ル

ォ

ン

･

ヘ

ン

ダ
ー

ソ

ン

で

あ
つ

た
｡

生

産
管
理

局
の

創
設
に

嘗
つ

て
､

ヘ

ン

ダ

ー

ソ

ン

は

そ

の

債
格
統
制
部
が

取

餞
ぎ

れ
た

た

め
､

閑
職
に

左

遷

さ

れ

た

か

の

感
を

抱
ぎ
､

そ
の

去
就
が

･
注
許
さ

れ

た
｡

彼
が

プ
エ

ル

ト
･

■･

三
へ

韓
地

L

た

た

め

そ
甘

心

境
を

臆
測
し

た

噂
が

流
布
さ

れ

た
｡

そ
の

噂
の

眞
解
は

別
と

し
て
､

軍

雫
民

需
金

管
通
ず
る

国

防
経

臍
の

基

本

差
す

優

尭
性

鼠
定

キ
ス

チ
ッ

テ

ニ

ア
ス

の

雇
握
ら

れ
て

ゐ
て

は
､

∴
ン

ダ
ー

リ

ン

や

】

L

U

･
嶺
ノ

羊

づ
オ
ッ

ト

の

仕
事
は

従
属
的

な

も
の

と

な
る

憾
み

が

あ
る
｡

し
か

も
ス

テ
ッ

チ
ニ

′

ア

リ

タ

カ

産
業
動
員
と

優

先

性
の

問
題

･

ブ

ス

は

実
際
豪
ら

し
い

堅

箕
さ

か

ら

急
激
な
生

産
撰

35



一

席
･
論

考

嶺
十
一

巻

第
】

兢

単
元

を
よ

ろ
こ

ぼ

す
､

壷
璽
君
と

か

く
内

輪
に

推
定
し

勝
ち
で

あ
つ

た
｡

そ
の

結
果
生

じ

た

供

給
難
を

脱
れ

る

た

め
に

優

発
性
施
策
を

援

用
し
て

ゐ

る
｡

ヘ

ン

ダ
ー

ソ

ン

は
こ

の

優
尭

嘩
旛

策
の

誤
用
に

封
し
て

反

撥
し

た
｡

そ
の

結

尊
大

統
領
は

四

月

十

日
慣
格
統
制
部
と

滑

費

部
と

を

統
合
さ

せ
､

新
た

に

債
格
及
び

民
需
調
整
局
(

○

≡
宗
○

岩
見

完

A
合

己
-
〕

客
邑
○

ロ
･

邑
9
ま
ー

小

ぎ

警
p

量
を

作
カ
､

ヘ

ン

(

耗

e
)

ダ

ー

リ

ン

を

そ
の

長
官
と
し
､

こ

れ
に

民
常
に

封
L
て

優
尭
性
施
策
を

行
ふ

樺
限

を

輿
へ

た
｡

郎
ち
ス

テ
ッ

チ

ニ

･
ア

ス

は

軍
需
に

封
L
A

類
の

優
先

警
輿
へ

､

ヘ

ン

ダ
ー

ソ

ン

は

民
需
に

封
L

蒜
の

優
党
棒
を

輿
へ

得
る

こ

と

と

し

た
｡

戯
し

問
題
は

こ

れ

に

よ
つ

て

解
決
L

36

た
の

で

は

な
い
｡

そ
の

後
物
資
の

供
給
難
は

烈
し

く

菅
ノ

､

ア

メ

リ

カ

が

世
界

第
-

の

供

給

君
誇
つ

て

ゐ

た

銅
鏡
及

び

銅
に

も

供
給
不
足
が

現

は

れ

宅

銅
鏡
の

供
給
力
に

裁
て

は
､

ユ

ー
･

エ

ス

･

ス

テ
イ

ー

ル

そ
の

修
の

猫
占
製
鋼
食
紅
が

生

産
損

充
を

断
行
し

な
い

限

旦
供

給
難
が

説
は

れ

る

で

懲

ら

う

と
の

警
告
は
J

既
に

L
ぼ

L

ぼ

聾
せ

ら

れ
て

ゐ

た
｡

ル

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ト

は

銅
鏡
の

爾

絵

笛
に

野
し
､

ス

テ
ッ

チ

エ

ア

ス

配

下
の

ガ

ノ
･

ダ
ン

(

昏
5
0

P
5

且

に

調
査

を

委

嘱
し

た
｡

ダ
.
ン

は

完
四

を
二

月

第

高
の

帝
官

署

を
連
出
し

た

が
､

そ
の

笹
果

は
ー

･

通
説
を

英

男
て
､

銅
鏡
の

供
給
難
の

春

雷
否

定
し
た
｡

ト

か

ト

そ
の

後
銅
鏡
の

供
給
状
況
は

意
此
し
ー

ダ
ン

は

再
調
査

を
命
ぜ

ら

れ
ー

1

音
第
二

回
の

甲
骨

誉
壷
出
し
た
｡

右

撃
常
春
は

鋼
鎖
供
給
難
の

春

雷
肯
定
ト
て

ゐ

る
｡

こ

れ

が

た

め
ス

テ
ッ

チ
エ

ア

ス

望
月
二

∵

十
九
日

銅
鏡
に
､

嘗
て

諮
問
委

貞
合
優
尭

局
が

行
つ

て

ゐ

た

や

う

空
般
的

優
先
命
令
を

苧
し

た
｡

こ

1

に
ス

テ
ッ

チ

ニ

ア

ス

は
ア

ル

ミ

言
･ ム

に

次
い

で

銅
鏡
に

於
て

も
､

そ
の

膚

亮
性
施
策
に

兵
放

を

重
ね

た
｡

要

撃
五

月

三

十
一

日
に

は

銅
､

六

月
二

日
に
･
は
コ

ル

ク
､

六

■

月
六
日

に

は

礪
砂
､

六

月

富
農
ク

ロ

ー

ム
､

六

月

普
に

は

ネ
.
オ

ブ

レ

ー

ン

以

外
の

各
種
合
成
ゴ

ム

及

び

重
唱

墓
地
物
､

六

月

十

盲
把

豊
鈴
及
び
ア

ル

ミ

層
.

六

月
二

十

盲
把

は
ゴ

ム
､

七

月

十
8

に

は

銅
合
金
､

七

月

十
八

日

に

は

切

望
具
-

七

月
二

十

合

′

､

∴
車

▲

ヤ



… 遠

茫
淫

垂
■彗
ヾ琵

一夏

'

武

巧

還さ

千句｢

妄'き

, :よ

架

L‾1

毎

畠

蒜
i

=遷

皇転
監
.
を

二
†

t
T

.賢く
Y

吏, t√

墜
賢くメ こ
も一･
チ丈._連子
E き

､

＼ぎ
貢ご一

真二し

■
野攣賢

二‡㌻警､
･

ハ
ニ萱′亡

こ

･一撃賢妻腎警-をヲ
警≡■攣 野 =▲≡

子琴警写ぎ
賢≡二･
こ■要撃
ン〟腎 響撃警肇苧言ニー

言 野･こ撃‾･撃
ア
,
三野撃■
■
′≡竿警

だ

誓舞壬-
さ･さ7､

′

車きき

賢･
■ ∴

管霊 う 誓言 言霊 各人
∴

き･ 主碧違憲豊 ､提.
t

最
-
ブ タ 尭 二 便 じ 給 月 ′

に ･ ン L
■
大 ∴ 梯 ･･

棉 聾
.
′

一･ 高 一ン ス 配 分 格 た 局 ニ ク は
･

て の 階
'

素
一

方 が
､

給
_
さ 及 -

0
′

+

十 ヌ 却 業 滑 と 八 及
寸

､

二言茎萱･董藁芸義一芸･書亨
･喜羞･雷雲

■

芸至芸
､

極 封 あ 強 ニ カ

.
ヽ

l

F

･雲
､

享書写凛毒害
■

蓋萱
を
遷墓喜･

一

葦書芸:
･盛整き襲孟奮

■＼

憲実二_芸菱音羞雲芸 登筆写
･芋蔓

一

筆

′

尊

`

纂墓墓
‾

宴葉書一号室.要
一

壷萎警蔓孟雲＼
旛 き

′

ン

こ
一

封 た る イ ヂ

れ を が と ツ ウ

を 表■ : 共 ク
ム

断 明■ ク に ■ス
l

耳7
l

←
ヽ

-･▼そ､
′≠ ∴ウ

｡ 二乙′
†;主



8
9
少

ノ
ミ

ヽ

＼

れ一

橋
′

論

叢

弟
十
】

巻

第
一

娩

決
足
さ

れ

る
｡

叉

生
産
管
理

局
の

債
鬼
部
長
ス

テ
ッ

チ

ニ

ア

ス

は

武
券
貸
輿
局
連
絡
官
に

左
遷
さ

れ
､

ネ
ル

ソ

ン

が

そ
の

後
任
と

な
づ

た
ぺ

38

こ

の

改

組
に

於
て

注
目

す
べ

き

も
の

は
､

ス

テ
ッ

チ
.

+

;
■
ス

､

ク

ヌ

ド

セ

ン

の

重
要
さ

が

減
じ
叫

ホ

ッ

プ

キ
.ン
ス

､

ヘ

ン

ダ

ー

ソ

ン

､

ネ

ル

ソ

ン

等
ル

ー

ズ

グ
ェ

ル

ト

側
近
の

進
出
が

著
し

い

こ

と

で

あ
る
｡

こ

1

に

産
業
豪
封
ニ

ュ

ー

デ
ィ

ー

ル

派
の

封
立

を

除
去
せ

ん

と

す
る
′

努
力
が
､

∵

應
結
資
し

た

心

に

み

え
る
｡

そ

れ
と

共
に
､

ア

メ

リ

カ

産
業
動
農
機
構
が

整
備
し
､

そ
の

統
制
計
量
の

賀
茂
が

本
格
化
し

た
｡

こ

れ

ら

動
貞

機
構
の

改

組
を

通
じ
､

原

動
力
の
一

つ

と

な
つ

た

も
の

は
､

優
尭

性
施

策
で

あ
つ

た
｡

ル

ー

ズ

ヴ
串

ル

ト

は

優
尭
性
施
策
の

施
行
が

産
発
表
に

よ
つ

て

大

き

な

反

封
を

招

く
こ

と

を

漁
想
し
1

こ

れ
計
二

應
ス

テ
ッ

チ

ニ

ア

ス

の

や

う

な

産
業
豪
の
.
手

に

托
し
､

ト

か

も
そ
の

施
策
を
ニ

ュ

.
-

デ

ィ

ー

ル

凍
の
ヘ

ン

ダ
ー

ソ

ン

を

以
て

批
判
さ

せ
､

遼
に

ス

テ
ッ

チ

ニ

ア

ス

を

失
脚
さ

せ
､

腰
心

ネ
ル

ソ

ン

を

以

て

と

れ

を

代
ら

せ
､

次
第
に

自
己

の

ア

タ

リ

カ

経
済
社
食
に

封
す
る

紆
制
力
を

伸
張
さ

せ

て

い

つ

た
｡

統

制
計
量
の

主
軸
を

な

す

も
の

は

債

鬼
性
施
策
で

あ

る

が
+

ル

ー

ズ

ヴ
ュ

ル

ト

は
こ

れ

を

利
用
し
て
､

そ
の

猫

裁
カ
を

強
化
し
て

小

っ

た
｡

一

(

詮
-

こ

せ

訂
司

ゴ
ロ

詩
づ
訂
P

廣
J

戸
①

旭

-

奮
"

P
･

払
･

Ⅰ

已
｡
→

2

邑
｡

日

管
H

ま
富
‥

戸
故
●

丑

音
e

昌
-

宝
邑

居

ぎ

邑
､

呂
彗
O

F

-

¢

き
ー

p
.

串

(

証
2
)

J

■･

〇
･

曹

司

喜
①

芦
P

崇
｡

蒜
¢

冒
口
皿

2
‥

出
面
訂
芦
等

穿
き
昌
P

?
｡

:
ケ
｡

d

邑
星

空
邑
①

エ
署
邑
智

宮
-
山

す
封
①

写
ま
m
､

当

字

-

軌

､

亀
p
●

皆
00
)

.

(

鼓
3
)

中
ロ

弓

相

客
:

芸
富
二
出
自
乱
ロ
e

芸

司
①

①

∫

旨
-

㌘

Ⅷ

声
p
･

-

8

(

社
4
)

J
･

甲

声
ユ
F
H

.
守
層

昏
忘
昏
ぎ

…
巾

宇
小

｡

邑
訂
価

二
日
驚

喜
邑

出
自
乱
口

富
皿

哲
5■す
弓
)

.

晋
り

ぎ
哨

呂

各
軍
-

冨
-

)

(

鞋
与
)

′

賀

夢
中

普
J

賢
m

β
一

､

川
○

富
戸

p
.

忘

害
.

,少

(

託
6
)

当
①

弓

ペ

弓
好

曽
m
悪
い

■
せ
¢

P

旭

○

､

皇
一

(

社
7
)

句
①

弓

ぺ
○

ユ
打

点
-

ロ
e

P

←
p

戸

∝

ぷ
ー
.

､

㌧
少

(サ



ソ

紛

獣

(

菅
U

)

○

㌢
m

㌢
監

邑
巴

邑
監
塁
弓

邑
音
≠
-

廣
マ

邑
軒

(

註
9
)

■

慧
弓

ぎ
礼
卓

監
皿
､

A

皐

芦
よ

戸

丁

′

タ

カ

産
集
動
点
と

徒

弟
牲
¢

問
題

′

′

′




